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１．はじめに 

我が国は 2050 年までにカーボンニュートラルを目指すことを宣言し，建設工事においても CO2 を削減する

ことは至上命題である．筆者らは，CO2 を削減する環境配慮型コンクリートの研究開発を進めており 1）， こ

れらの技術を現場に実装していくことで，カーボンニュートラルに貢献していく．既に現場実装をした例とし

て，CO2 吸収型コンクリート埋設型枠をボックスカルバートの褄枠に採用した施工実績を報告している 2）．本

稿では，CO2吸収型埋設型枠を作業坑と本坑の交差部に位置するトンネルの内壁に採用し，CO2 の削減および

生産性向上を図った内容について報告する． 

２．施工実績 

2-1 工事概要 

 

日下川新規放水路は，洪水対策として新たに構築され

る延長 5.13km の放水路トンネルであり，当工事はその

うちの呑口側 2.85km である（図－1）．施工はまず作業

坑 227ｍを掘削し，そこを経由して放水路トンネルを施

工した．この作業坑は最終的に管理用トンネルとして

残置し，当該部は一般の人も見学することがあること

から，建設業における環境配慮の取組みを PR する一環

として，内壁に CO2 吸収型埋設型枠を採用することと

なった．  

2-2 埋設型枠 

 

1180mm×580mm×40mm，重さは約 55kg の埋設型枠を使

用した（写真－1）．最終的に埋設型枠そのものが仕上がり

面となるため，美観を考慮し，埋設型枠の表面には加工の

穴等が現れないように，埋設型枠背面にインサートを設け

て，内部支保工を施工した．また，当該埋設型枠は高炉ス

ラグ微粉末と特殊混和材を使用し，セメント量を低減するこ

とに加えて，製造時に CO2 を吸収させることで CO2 実質排

出量マイナスとなる▲62kg/m3 を実現した 3）（図－2）．  

2-3 施工 

割付の計画図を図－3 に示す．トンネル坑内は狭隘で他

工種との錯綜があることから，できる限りトンネル坑内で

の作業を減らすため，坑外の組立てヤードにて割付計画側

面図に示す縦一列の埋設型枠を地組みして大判化した（写

真－2）．大判化に際しては，傾斜区間の勾配に合わせて埋設型

 

図－2 CO2吸収型埋設型枠における CO2排出量 

写真－1 CO2吸収型埋設型枠 

図－1 工事概要 
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枠を切断して設計形状に合わせたうえで，アングルと型枠とを

スペーサを介してボルト接合して作製した（高さ約 3m～3.8m）． 

大判化した埋設型枠は 2.9ｔ吊りクローラークレーンでトラ

ックに積載して坑内まで運搬したのち，同じく 2.9t クレーンを

用いて建込んだ（写真－3）． 

背面にはあらかじめ内部支保工のための鋼材を設置してお

り，ターンバックルを埋設型枠のアングルと鋼材に溶接し，接

続固定した．埋設型枠の立ちの調整はターンバックルにて調整

した．埋設型枠を利用したことによって，コンクリート打設翌

日から次工程に取り掛かることができたほか，埋設型枠を一度

に建込めたことでスラブ下の型枠支保工組立も壁の打設作業と

並行して作業ができ，工程短縮化に成功した． 

当工事では埋設型枠を 116 枚使用しており，全数量は 3.2m3

となるため，総排出量は▲197kg となった．つまり，建設作業

を行いながらも，CO2 を 197kg 削減することができた． 

３．まとめ 

CO2 吸収型の埋設型枠を採用したことで，CO2 を削減したと

ともに生産性を向上することができた．現在の社会情勢からも，

環境性能や生産性の向上は重要な課題であり，その対応策とし

て今回の技術は非常に有効であった．このような環境に配慮し

た技術を積極的に採用することで，建設を行うと同時に CO2 も

削減することができ，カーボンニュートラルにも貢献してい

く．本稿が，今後の同種工事の参考になれば幸いである． 
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写真－4 完成状況 

写真－2 地組状況 

図－3 割付計画側面図と埋設型枠設置要領図 

写真－3 建込み状況 
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